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『建築デザインの解剖図巻』 

 

【要約】 

普段、何気なく見ているまちなみ、道路、河川、建物も、いにしえの人々の知恵や努力の

結晶がカタチ=デザインとして残っていることが多い。そのデザインの読み解きかたについ

て、建物はもちろんのこと、場末、窪地、人工的な洞窟、湧水、坂道、暗渠、水路、路面電

車、ガード下、屋台、お地蔵さんまで、オール図解で分かりやすく解説されておりタモリさ

ん的な知識が満載の一冊である。 

 

【感想】 

 「建築」とは銘打っているが、建築物に限らず、橋や地形、瓦なども含んだまちづくりの

「デザイン」に関する本である。私は以前ビブリオで紹介した宗教の本のように、イラスト

付きの本がとても好きだ。私は文字を「絵」と認識して覚える癖があって、絵がついている

と関連付けて頭に入りやすいからだ。 

 私がまちづくりで好きなのは、伝統班所属なので京都の碁盤の目のまちと、イタリア・ヴ

ェネツィアの「ため息橋」だ。京都市の碁盤の目は、本当に工夫されたまちづくりだなあと

思う。似てるので困らされる時も多々あるが。一本入ると全く雰囲気の違う場所だったり、

少し奥まったところにお洒落なカフェがあったりする。そして何より、そのニュアンスを崩

さないような外観を、全員が保とうとしていることが凄く素敵だな、と思うのだ。ヴェネツ

ィアで有名なのは、運河と、橋であればリアルト橋（白くて一番運河がよく見える有名な橋）

かリベルタ橋だと思う。でも私は、短いけど、ため息橋がすごく好きだ。囚人が投獄される

前に渡る橋で、独房に入れられる前、ヴェネツィアの美しい景色を見られるのがこれで最後

だからため息をつくという理由で名づけられた。しかし今は、ただ「美しい眺めを見ること

が出来るので、訪れる人がみなため息をつく」という理由でため息橋、なのだそうだ。ちな

みにスリの名所でもある（みんなが写真を撮るから）。ヨーロッパは多くがそうだが、自身

の影響がないから昔の建築が残っている。それが今も守り続けられていて、今も意味を変え

て観光スポットとして多くの人に愛されているのがいいな、と思った。 

建築もまちづくりも、環境に合わせたものだからその土地によって大きく違うが、どちら

も味わい深いものである。今度、何もないと思っていた家の周りも、少し散歩がてらじっく

り見てみようと思った。 


